
令和8年度千葉県立東部図書館文学講座

『香取参詣記』を読む

【講座概要】
前半に「『香取参詣記』を読む」後半に「久保木清淵のひと
となり」をお届けします。
『香取参詣記』は文政十一年(1828)に出版された香取神宮参
詣のガイド本です。著者は、香取市津宮出身の久保木清淵
(1761-1829)です。竹窓・蟠龍とも称し、伊能忠敬や渡辺崋山
等と交遊があった儒学者ですが、作品から意外なひととなり
をご紹介します。

参加ご希望の方は、電話、ファクシミリ、電子メールで
①お名前 ②電話番号 ③お住いの市町村名
④受講方法（来館・ZOOM同時配信・アーカイブ配信）

をお伝えください。
電話 0479-62-7070
FAX 0479-62-7466（このチラシ裏面様式をご利用ください。）
Eメール elib-kouza@mz.pref.chiba.lg.jp （配信希望の方はメールで受付）

〇申込み 10月１日(木)から

文学
講座

く ぼ き せいえん

ちくそう ばんりゅう いのうただたか わたなべ かざん

千葉県立東部図書館へお申込方法

要石も読み解きます
香取・鹿島神宮のボランティ
アガイドをお務めのかたわら
研究をかさね、『口語訳で読む
香取参詣記』(2024年)『口語訳
鹿嶋誌 改訂版』『口語訳 香取誌
改訂版』(2026年)等を著して
おられます。

かなめいし



（裏面様式）

※送付票不要

※ ご記入いただいた個人情報は、本講座の目的以外には使用しません。
※ 手話通訳等の配慮が必要な方は、10月16日（金）までにお申し出ください。なお、ご希望に添えない

場合もありますので、あらかじめご了承ください。

お問合せ先


